











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カルクブレンナー「フ ンツ・リスト君だったなピアニストの」リスト「私など先生に比べれば単 るピアノ弾きです」ヒラー「申し遅れました。 ェ ディナ ド・ヒラーでございます。
そしてこっちが、フレデリック・ショパン」
















































































































しょう！さあ立ち上がってください。い すか、右手 前に出して、伸ばしたまま、胸の前に持って ます。いいですか。その右腕を左腕で胸の方に押し ゆっくりとね。左手の掌がご自分の方を向いていれば、肩関節の後ろ側、もし反対なら同じ関節の前側を直していること なります。後 反対の腕も試してみてください。
　　






















































































































































































































































































































































































































離れる気はないの と聞かれたことをよく思い出します。君は、僕にずっとライブツィヒに住んでいて欲しくない、とも言っていました。今すぐは無理だ しても、二年か三年あれば、僕のここでの役目も終わるでしょう。そうなれば、ここに留まっている理由はありません。ベルリンか、ラインか、僕はどこかきれいで、好きなだけ作曲ができる場所がいい すね。でも、君が僕のために、いつでも歌ってくれなくてはいけませんよ」
　
暗転
クララ「ジェニーとの甘い生活を夢見てるわね」ロベルト「この手紙をジェニーに送ったのは、１８４８年の１０月
二度目の発作の後だ」
クララ「文字とおり夢だったのね」ロベルト「ジェニーとの出会いも彼は音楽にした」暗転
タイトル
　
１８４６年８月２６日
　
バーミンガム
　
英国
　
フェリッ
クス
　
３７歳
　
♪エリア
　　
聞け
　
イスラエルよ
　
主の声を聞け！
　　
主のおきてに心を留めよ！
　　
しかし我等の説教を信じる者は誰か
　　
主の力が示されるのは誰に向かってか？
　　
イスラエルの救い主
　
主は言われる
　　
暴君のもとで苦しむしもべに
　　
聖なる神は言われる
　
主はこう仰せにな
　　
わたしがあなたがたの慰め主
　
恐れるな
　　
わたしがあなたの神だ
　
わたしがお前を強める
　　
それなのに死すべき人間を
　
恐れるとは
　　
お前はいったい何者か？
　　
天を拡げ
　
大地を固めてくださった神
　
お前をお造りになった
神を忘れるとは
　　
一体お前は何者のつもりか？
ロベルト「初演は大成功だった」クララ「でも気に入らない個所があって直したんじゃなかった？」ロベルト「そうだ、そして、八ヶ月後の１８４７年４月１３日、
１０回目のロンドンでアルバート公 前で披露されてる」
クララ「でも、ジェニーはどちらでも歌えなかったのよね。彼女の
為に書いたのに」
ロベルト「そうだ。でも、フィルハーモニックソサエティ 音楽会
での彼のコンサートでは客席に座ってた」
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狩　谷　　　新
（　24　）
　
暗転
タイトル
　
１８４７年５月８日
　
ボタニックガーデン
　
ロンドン
　
フェリックス３８歳
　
ジェニーとお茶を飲んでいるフェリックス
ジェニー「コンサートが二つに毎晩レセプション。忙しすぎるん
じゃありません？」
フェリックス「いつもは、ロンドンに来ると元気になるんだが、今
度ばかりは…。 あ、明日の船旅さえ、我慢すれば、少しは休めるだろう」
ジェニー「誰もあなたを追い掛けてはいないのよ」フェリックス「そんなふうに見えるかい？」ジェニー「あなたはいつも走り続けてる」フェリックス「止まるのが、怖いのかもしれないな」ジェニー「ゆっくりお休みになって」　
暗転
クララ「休めなかったのよね。確か、ケルンの近くで警察に捕まっ
たって」
ロベルト「同じ名字のテロ ストに間違われたんだ。確かにひど
話だけれど、その次に襲ったショック程じゃない」
　
暗転
タイトル
　
１８４７年５月１４日
　
メンデルスゾーン家
　
ベルリン
　
フェリックス３８歳
　
合唱隊を前に指揮をしているファニー
ファニー「このヴァルブ ギスの夜は、皆さんよくご存知 ように
ゲーテの物語にフェリックスが 曲をつけたものです。登場する魔女や魔物たちの個性を活かすように歌う…（倒れる） 」
女性①「ファニー！」女性②「誰か、お医者様を！」　
暗転
　
スポットに浮き上がるフェリックス
　
手に持った手紙を落とす
フェリックス「姉さんが…姉さんが…アーッ！」　
暗転
　
スクリーンにフェリックスの書いたスイスの風景画
クララ「フェリックスが描いた絵ね」ロベルト「ファニーの突然の死は受け入れがたいものだったんだろ
う。フェリックスは最愛の姉の葬儀にもいけなかった。何も手に着かず、一家でスイスに行って、絵を描いてたんだ」
クララ「確か、イギリスの音楽評論家に会ってたんじゃない？」ロベルト「ヘンリー・チョー だ。彼はフェリックスの最期のコ
ンサートのたった一人の聴衆だった」
　
暗転
　
♪バッハ
　
Ｇ線上のアリア
　　
古びた教会のオルガンをシルエット 弾くフェリックス
ロベルト「フェリックスはこの後、ファニーへ 想いを断ち切ろう
とベルリンに戻ってる」
クララ「でも逆効果だった」ロベルト「そこにはファニーと一緒に過ごした思い出がそのまま
残っていたんだ。いないのは…
クララ「ファニーだけだった…」ロベルト「そして、１１月、ライブツィヒに戻ってい ェリック
スを三度目の発作が襲う」
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ＦＥＬＩＸ　～メンデルスゾーンの生涯
（　25　）
　
暗転
タイトル
　
１８４７年１１月４日
　
ライブツィヒ
　
フェリックス
３８歳
　
ベッドに横たわっているフェリックス。その横にセシル。
フェリックス「誰か…いるかい？」セシル「いるわよ。痛みは無い？」フェリックス「いや…」セシル「お疲れなのね」フェリックス「うん、疲れたよ。ひどく疲れた　
暗転
タイトル
　
午後９時２４分
　
ヤーコブ・ルートヴィヒ・フェリック
ス・メンデルスゾーン・バルトルディ
　
Jakob Ludw
ig Felix M
endelssohn B
artholdy　
死す。享年３８
　
♪
　
夜の歌
　　
まばゆい昼は去りゆき
　
遠く金の響きが訪れる
　　
時が夜の闇を歩み始める
　
あらゆるものを奪いながら
　　
思いもつかぬほど多くのものを
　　
色鮮やかな喜びは消え
　
友の慰めも
　
誠の心も
　　
愛する人の甘い瞳の輝きまで
　　
全てを私から奪い去る
　　
でも
　
愛しのナイチンゲールよ
　
お前が
　
轟く滝とともに
　　
神を讃えさえすれば
　
我等は共に
　
また朝を迎える
タイトル
　
メンデルスゾーン作品一覧
 
２０１５年９月１１日
　
初稿
参考文献Ｈ・クッファーバーグ著
　
横溝亮一訳
　
メンデルスゾーン家の人々～三代のユダヤ人～
 
１９８５年
　
東京創元社
ハンス・クリストフ・ヴォルプス著
　
尾山真弓訳
　
大作曲家
　
メンデルスゾーン
 
１９９９年
　
音楽之友社
メンデルスゾーン
　
小柳玲子企画・編集
　
夢人館７
　
メンデルスゾーン
 
１９９２年
　
岩崎美術社
ロジェ・デュフレス著
　
安達正勝訳
　
ナポレオンの生涯
　
文庫クセジュ
 
２００４年
　
白水社
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